
※紙面はサンプルです。文章やデザインは変更になる場合があります。
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観点 教科書の特色
範
囲
● 取り扱う内容の範囲は，学習指導
要領の目標及び内容によっているか。

● 多様なジャンルから精選された教材によって必要な内容が十分に扱われており，音楽
科の目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

程
度
● 教材は生徒の心身の発達段階や
生徒の能力の実態に適応してい
るか。

● 歌唱教材においては，生徒の心情的な発達段階に応じた楽曲が取り上げられている。器
楽教材においては，各学校の実態や生徒の習熟度に応じた楽曲が取り上げられている。
また，鑑賞教材についても同様の扱いがなされている。

内
容

● 「音楽を形づくっている要素」が
学習を進めるうえで適切に扱わ
れているか。

● 表現及び鑑賞に共通する指導内容として「音楽を形づくっている要素」に関する学習が
示されており，その考え方の具体的なヒントとなる「音楽を鑑賞する際に」が掲載され
ている。

● 教材の選択及び扱いは，学習指
導を進めるうえで適切であるか。
● 基礎的・基本的な内容を学習する
うえで適切であるか。

● 説明文やイラスト，写真などは，
学習を進めるうえで適切であるか。

● 生徒が興味・関心をもって，主体的・
創造的な学習活動に取り組める
よう工夫されているか。
● 我が国の音楽や音楽文化に対す
る配慮がなされているか。

● 幅広く変化に富んだ学習活動を行うことのできる教材が用意されており，生徒が興味・
関心をもって意欲的に学習を進めることができるよう配慮されている。
● 教材の内容に関連して，基礎的・基本的な内容を学習できる参考資料が掲載されている。また，
ページ間にリンクが張られており，確実に学習活動を進められるよう配慮されている。
● 楽曲中の音楽用語の意味やリコーダーの派生音の運指が同一ページに表示されており，
学習効率が上がるよう工夫されている。
● 説明文は平易な文章で書かれており，その配置も工夫されている。
● イラスト，写真の取り上げ方もアイディアにあふれ，音楽的感性を育成しながら知的
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構
成
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容との系統性，一貫性について
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人
権
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体
裁
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指導書について

• 「Ich liebe dich」は直訳す
ると「私はあなたを愛す」
だが，詩は「私たち２人を
守り支えてください」と神
に祈る内容である。厳かに
温かい気持ちで歌う。

• ３～４小節は１～２小節よ
り１音上がっており，情感
の穏やかな高まりを感じな
がら歌う。

• 29 ～ 31 小節では，音高
や和音の変化を感じるとと
もに，30 ～ 31 小節の音
価が拡大されていることに
注目し，願いの気持ちの高
まりを表現して歌う。

• 原語で歌う場合は，朗読や
リズム読みの練習をし，滑
らかに発音できるようにし
てから歌う。

• 原語歌詞についているカタ
カナはガイド的なものな
ので，添付のCD（指導用
CD トラック○○）の朗読
や歌唱を参考にする。

学習指導案例①「ドイツ歌
曲に親しもう～《Ich liebe 
dich》の 魅 力 を 探 る ～」
→P.○○

指導のポイント

　1795年頃に作曲され，1803年に出版された。ベートーヴェンの歌曲の中でもよく親しまれており，その旋律はシ
ンプルで素朴ながらも優しい叙情性にあふれている。ヘロゼーの原詩は３節あったが，ベートーヴェンは第２節から
作曲をしている。原題は《Zärtliche Liebe 優しき愛》。
■カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー Karl Friedrich Wilhelm Herrosee 1754 ～ 1821：詳細不明。
■藤田圭雄　1905 ～ 1999：東京生まれ。1930年，早稲田大学独文科卒業。児童文学評論家。
■ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven 1770 ～ 1827：ドイツのボンで生まれ，オースト
リアのウィーンで活躍した。ボンではネーフェ（1748～1798）から音楽の基礎を学び，ウィーンではハイドンやサリエー
リ（1750 ～ 1825）のもとで学んだ。レッスン，演奏会，後援者による援助，出版などから得た収入で自立した活動
をした初めての作曲家である。26歳頃にはすでに耳疾が始まっており，1802年，弟宛てに「ハイリゲンシュタット
の遺書」を書くが，そこからは病を乗り越えて作曲を続けるという，彼の芸術家としての使命感を読み取ることがで

楽曲について

指導のポイント
• 　　の部分の原語歌詞は，
子音の前に，母音を軽く言
い直すつもりで歌う。

〔例〕

• 子音を前に出して発音し，
音符と母音のタイミングを
合わせるようにする。

〔例〕

指導のポイント

• 左手で響きを支えながら，
和音の変化を感じたり，曲
の中に表れるⅤ→Ⅰの動き
に注意したりして弾く。
• 9 ～ 10小節目は右手の上
声部をよく聞かせるように
する。
• 35小節目の右手のソプラ
ノは運指を工夫してレガー
トで弾く。

伴奏のポイント

きる。19年には難聴になっていたと思われ，彼が用いた会話帳は400冊にも及ぶ。
　彼の創作活動は，３つの時期に分けることができる。初期は02年頃までで，この時期の作品では，４楽章構成やコー
ダの拡大，楽章構成にスケルツォを配置するなど，ハイドンやW.A.モーツァルトの影響を受けつつも，形式面での
拡大が試みられている。中期は14年頃までで，この時期，ベートーヴェンの作風は劇的なものへと変化した。この
頃の交響曲では，主題労作によって各楽章が展開されている。後期はおおよそ15年以降であり，その様式には，ロ
マン派の精神と共通する傾向がみられ，作品の中に対位法をしばしば取り入れるなどの特徴がある。
　それらを総じて，彼の音楽は単に古典派の枠を拡大しただけでなく，作品に崇高な精神性をもたらしたということ
ができる。

の演奏例
原調：ト長調
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Ich liebe dich （君を愛す）
カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー 作詞／藤田圭雄 日本語詞／ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 作曲

このドイツ語の歌詞は，ヘロゼー（1754～1821）による『Zärtliche Liebe（優しき愛）』を原詩としている。歌詞の最初の部分から，《Ich 
。るあでつ一の品作るれわ歌くよも最日今，で中の曲歌の）7281～0771（ンェヴートーベ。い多がとこるれば呼と）す愛を君（》hcid ebeil

Andante：ゆっくり歩くような速さで

ドイツ語の歌を歌おう56ページ 原語歌詞の意味56ページ

深い音色で

跳躍音程に注意して，
滑らかに歌う

音高を正確に

深い「u」の発音で

跳躍音程に注意

跳
躍
音
程
に
注
意

フレーズのまとまりを意識して

間奏と呼応して

Ich, dich, michの「ch」は，
次の単語の直前に発音する

装飾音符は単なる飾りの役割だけでなく，
その音符が掛留音であることを示すことが
ある。特にフレーズの終わりでは掛留音を
しっかり取り入れて長い音価で演奏するこ
とが多い。

跳躍音程に注意

音高を正確に
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※紙面はサンプルです。文章やデザインは変更になる場合があります。
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【指導書の構成】
研究資料編
年間指導計画例とそれに対応した題材ごとの評価規準例，学習指導案例などを複数掲載しています。
授業を多角的にサポートする資料を掲載しています。
ソルフェージュの補充教材を掲載しています。
音楽史や楽典などに関するEXERCISEを掲載しています。

楽譜資料編
歌唱教材の伴奏譜の他，移調譜や別の編曲なども随時取り上げ，指導の便宜を図っています。

指導用CD
歌唱と器楽教材の模範演奏，カラピアノ，合唱曲のパート別演奏（一部）などを収録しています。
また，イタリア歌曲とドイツ歌曲は原語歌詞の朗読も収録しています。

鑑賞用CD
厳選した鑑賞教材（一部）を収録しています。

◆指導のポイントと楽曲解説をまとめた紙面

検討の観点別に見た特色


